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添付資料
１． 独りで作業（勉強）する時が一番捗る。
 a.常にそうだ　　b.どちらかというとそうだ　　c.あまり当てはまらない
　　d.全く当てはまらない　　e.わからない　　（以下選択肢は省略）
２． オンライン（ネット上）の方が自分を表現できる。
３． 人前で話したりプレゼンをしたりするのが苦手だ。
４． 感受性が強く，人の感情や危険に敏感である。
５． 正義感が強く，ひどいことがまかり通っていることに強い怒りを覚えたり，心が痛んだりする。
６． 新しい環境に入ると，まずはしばらく様子を見て，それからどう振る舞うかを決める。
７． SNSは苦手である。
８． 話すより書く方が自己表現がうまくできる。
９． 多くの友達と騒ぐより，独り，あるいは１～３人の友達とじっくり話す方が好きだ。
10． 雑談より，限られた話題についてじっくり深く話す方が好きだ。
11． 遠く離れた国での戦争の残酷さや子供たちの飢餓状態を知ると，自分も何かしなければならな
いと思う。
12． 誰も見ていないところでもルールを守る。
13． 勉強でもスポーツでも，他の人に勝ちたいという気持ちはあまりない。
14． 普段は話すより聴く方が気が楽だが，自分が大きな関心を抱いている物事については熱心に話す。
15． 親しい人との雑談や四方山話は楽しい。
16． 「おいしい」話だなあと思っても FUD（怖い，不確か，怪しい）を感じたらやらない。
17． スカイダイビングやロッククライミングなど，大きなリスクを伴うエキストリーム・スポーツ
はどんなに面白そうでもやる気になれない。
18． 試験の答えは見直す。
19． 自分が関心のある科目は一生懸命頑張れるが，そうでない科目は勉強が辛い。
20． 「快活」，「情熱的」，「社交的」な人より「控え目」，「自分のことより人のことを考える」，「素
朴」な人の方が友達にふさわしいと思う。
21． 自分のこと，自分が考えていること，感じていることを人前でいろいろ話すのはあまり望まし
くないと思う。
22． 独りの時間は大切だ。
23． 人との対立は嫌いだ。
24． 一度に複数のことをするより，１つのことに集中したい。 
